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六甲おろしは、神戸大学工学部の学生で構成されてい
ます。今年のキャッチフレーズには、前大会でのコンセプ
ト、「100%の信頼性」はそのままに、「どうすれば要救助者
が安心できるか？」という事に意識を向けた、「ささやか
な気配りを」と言う一言が追加されています。瓦礫をロ
ボット自身で支え要救助者を守る、音楽を流して心のケ
アを促す。救助だけでなく、どうすれば要救助者が安心
するのかを考えて、私達は救助活動に臨みます！ 
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大会史上最小クラスの一号機。その
小ささと、クローラーによる走破性を
生かし、素早く災害地の偵察を行い、
他の機体をサポートする。もちろん、
救助活動を行う事も可能だ。 

足回りをユニット化することで、現場
の状況に合わせて、タイヤとクロー
ラーをすぐに切り替えられる。また、
救助時に瓦礫が救助者の上に落ち
ないように支える機構も搭載。 

要救助者に負担を与えないよう、ベ
ルトコンベアによる救助機構を採用。
また、他にも、ベッド内部にライトを
設置するなど、要救助者への気配り
が考えられている機体だ。 

瓦礫除去専用の四号機は、バン
パーとアームにより瓦礫を除去、状
況によっては自ら搭載する事が出来
る．また、有毒ガスを排気するため
のブロワーも搭載している。 

Shukusen%5Cs-P1010417.jpg
Shukusen%5Cs-P1010417.jpg
Shukusen%5Cs-P1010417.jpg
Shukusen%5Cs-P1010417.jpg
Shukusen%5Cs-P1010417.jpg
Shukusen%5Cs-1gouki-3.gif
Shukusen%5Cs-1gouki-3.gif
Shukusen%5Cs-1gouki-3.gif
Shukusen%5Cs-1gouki-3.gif
Shukusen%5Cs-1gouki-3.gif
Shukusen%5Cs-1gouki-3.gif
Shukusen%5Cs-1gouki-3.gif

